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補助建家排気筒・格納容器排気筒構造図 
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（格納容器排気筒） 
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モニタチャート 
（補助建家排気筒モニタ） 

 

凡例 
  (紫)：補助建家排気筒ガスモニタ 
  (赤)：格納容器排気筒ガスモニタ 
  (緑)：格納容器排気筒高レンジガスモニタ(低レンジ)
  (青)：格納容器排気筒高レンジガスモニタ(高レンジ)

平成１６年１２月２３日 
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モニタチャート 
（格納容器排気筒モニタ） 

 

凡例 
  (紫)：格納容器排気筒ガスモニタ 
  (赤)：補助建家排気筒ガスモニタ  
  (緑)：補助建家排気筒高レンジガスモニタ(低レンジ) 
  (青)：補助建家排気筒高レンジガスモニタ(高レンジ) 

平成１６年１２月２３日 
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モニタチャート 
（野外モニタ） 

 

凡例 
  (紫)：モニタリングステーション 
  (赤)：モニタリングポスト１ 
  (緑)：モニタリングポスト２ 
  (青)：モニタリングポスト３ 
  (茶)：モニタリングポスト４ 
  (黒)：放水口水モニタ 

平成１６年１２月２３日 
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補助建家排気筒状況調査結果（水平ダクト部ひび割れ箇所） 
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補助建家排気筒状況調査結果（鉛直ダクト部ひび割れ箇所） 
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補助建家排気筒状況調査結果（水平ダクト部 ひび割れ状況①～④） 
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補助建家排気筒状況調査結果（水平ダクト部 ひび割れ状況⑤～⑮） 
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補助建家排気筒状況調査結果 
（鉛直ダクト部 ひび割れ状況⑯～⑳） 
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補助建家排気筒状況調査結果（外観調査結果） 
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格納容器排気筒状況調査結果（ひび割れ箇所） 

排気筒内外面状況調査の結果、水平ダクト部に１箇所のひび割れを確認した。 

上面板(内面)

下面板(内面)

側面板
(内面)

側面板
(内面)

シール溶接

21

1500

1000

Ａ 部 (排気筒水平ダクト部)
（ ） 上流側から下流側を見る 

補強鋼材

接続鋼材

外周コンクリート

仕切板

接続鋼材

Ａ 部
整流板

仕切板

シール溶接

接続鋼材

内面

ダクト

外周コンクリート

全周溶接

21

接続鋼材

断続溶接 断続溶接

断続溶接



格納容器排気筒状況調査結果（ひび割れ 21 状況） 
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補助建家排気筒のひび割れに係る要因分析図
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×設計調査
、・設計図書を確認した結果 （排気筒支持構造物の設計方針 ）支持間隔の設定等 に問題は

。　なかった 
強度不足 延性割れ 過大応力

製作・施工調査 ×

補助建家
排気筒の
ひび割れ

、 。・運転履歴調査により 運転パラメータに異常がないことを確認した 運転履歴調査 ×

振　　動

△
（⑫ ）  以外 

材料不良

温度・圧力過渡疲労割れ

×

材料調査

×

振動計測
残留応力測定
疲労評価

ひび割れ状況調査
金属調査

、 ①～⑪ ⑬～⑳・ひび割れの状況調査により ひび割れ   ,   は断続溶接部端部を通るひび割れ
。 、 ⑫ 、 。　であった また ひび割れ は シール溶接部に沿った割れであった 
（ ） 、 ①～⑪ ⑬～⑳・金属調査 破面マクロ により ひび割れ   ,   は疲労破面の特徴が認めら　

、 ⑫ 。　れ ひび割れ は腐食の特徴が認められた 
（ 、 、ＳＥＭ、 、ＥＰＭＡ） 、・金属調査 破面マクロ 断面ミクロ     硬度測定      により 

③、　(1)ひび割れ  ⑳ 、 。 は 断続溶接端部を起点とした外面からの疲労割れと推定される 
、 。　　 当該破面表面では 有意な塩化物の存在は確認できなかった 

、 、 。　　 なお 残りのひび割れについても ほぼ同様な破面性状であることを確認した 
⑫ 、 。　(2)ひび割れ については 外面からの溶接金属部の腐食と推定される 

運転履歴調査

。・排気ファン運転状態でダクト部の振動計測を実施した 
、・健全部の断続溶接近傍での調査結果より 降伏応力程度の残留応力が発生しうることを

。　確認した 
、 。・応力評価の結果 ひび割れ部には疲労限を上回る応力が発生することを確認した 

、 、・配置上の特徴として 曲がり部の後流側では 圧力変動による振動が発生しやすいこと
。　が分かった 

金属調査 △

、 ＳＵＳ３０４・材料証明書により 補助建家排気筒ダクト部は設計どおり      であることを確
。 、 、 、ＥＰＭＡ　認した なお 溶接金属 接続鋼材等については材料証明書が無いため     によ

、 。　り材料成分分析を行い 設計仕様どおりであることを確認した 
×

溶接不良 溶接欠陥

×材料不良 材料調査

施工不良 溶接施工調査

、 、・現地施工状況調査により ひび割れ発生部の断続溶接は 施工上の目安の間隔および溶
。　接長さで施工されていた 

、 、 、・聞き取り調査の結果 排気筒溶接部については 施工後 目視により異常の有無を確認
、 。　しており 溶接欠陥の可能性は低いと考えられる 

ひび割れ状況調査
金属調査

×

、 。・運転履歴調査により 運転パラメータに異常がないことを確認した 

－

７添付資料- 

７添付資料- 

－

４添付資料- 
１０添付資料-  
１１添付資料-  
１２添付資料-  
１３添付資料-  
１４添付資料-  

８添付資料- 

－

１５添付資料-  
１６添付資料-  
１８添付資料-  
１９添付資料-  

９添付資料- 

８添付資料- 

１０添付資料-  
１１添付資料-  
１２添付資料-  
１３添付資料-  
１４添付資料-  

４添付資料- 
１０添付資料-  
１１添付資料-  
１２添付資料-  
１３添付資料-  
１４添付資料-  

×

、 。・製作記録調査により 補助建家排気筒の製作に問題はなかった 

（ ） 、 ①～⑪ ⑬～⑳・金属調査 破面マクロ により ひび割れ   ,   は疲労破面の特徴が認めら　
、 ⑫ 。　れ ひび割れ は腐食の特徴が認められた 

（ 、 、ＳＥＭ、 、ＥＰＭＡ） 、・金属調査 破面マクロ 断面ミクロ     硬度測定      より 
③、　ひび割れ  ⑳ 、 。 は 断続溶接端部を起点とした外面からの疲労割れと推定される 当該

、 。　破面表面では 有意な塩化物の存在は確認できなかった 
、 、 。　なお 残りのひび割れについても ほぼ同様な破面性状であることを確認した 

△
（⑫ ）  以外 

、 ＳＵＳ３０４・材料証明書により 補助建家排気筒ダクト部は設計どおり      であることを確
。 、 、 、ＥＰＭＡ　認した なお 溶接金属 接続鋼材等については材料証明書が無いため     によ

、 。　り材料成分分析を行い 設計仕様どおりであることを確認した 

、 ①～⑪ ⑬～⑳・ひび割れの状況調査により ひび割れ   ,   は断続溶接部端部を通るひび割れ
。 、 ⑫ 、 。　であった また ひび割れ は シール溶接部に沿った割れであった 
（ ） 、 ①～⑪ ⑬～⑳・金属調査 破面マクロ により ひび割れ   ,   は疲労破面の特徴が認めら　

、 ⑫ 。　れ ひび割れ は腐食の特徴が認められた 
（ 、 、ＳＥＭ、 、ＥＰＭＡ） 、・金属調査 破面マクロ 断面ミクロ     硬度測定      より 

③、　(1)ひび割れ  ⑳ 、 。 は 断続溶接端部を起点とした外面からの疲労割れと推定される 
、 。　　 当該破面表面では 有意な塩化物の存在は確認できなかった 

、 、 。　　 なお 残りのひび割れについても ほぼ同様な破面性状であることを確認した 
⑫ 、 。　(2)ひび割れ については 外面からの溶接金属部の腐食と推定される 

△
（⑫ ）  以外 

、・現地状況調査により 
、 。　・排気筒の寸法 構造は設計仕様どおりであることを確認した 

、 １，４００ｍｍ 、　・排気筒水平ダクト部の補強鋼材の間隔を確認した結果 約       であり 他の部位よ
。 、 、　　り間隔が長かった 調査の結果 当初設計では 現行の接続鋼材間の外周コンクリート貫通部内

、　　に補強鋼材が取り付けられる予定であったが 外周コンクリート貫通部が狭隘であったことか
、 。　　ら 現場設置の段階で補強鋼材のないものを使用していた 

。　・支持構造物が適切に取付けられていることを確認した 



 

補助建家排気筒のひび割れに係る要因分析図

調査方法・結果 評価調査内容因子事象 要因

腐食 応力腐食割れ

［ ］ 備考 
： 。　△ 可能性あり 
： 。　× 可能性なし 
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その他腐食 △
（⑫）

全面腐食
局部腐食

ひび割れ状況調査
金属調査

①～④ （ 、 ） 、 。・ひび割れ   の外観目視観察 内面 外面 より 有意な腐食は認められなかった 
⑫ （ ） 、 。・ひび割れ の外観目視観察 外面 より 接続鋼材の全面に著しい腐食が認められた 

、 、 。　また 内面については ステンレス板が茶褐色に変色していた 
（ 、 、ＳＥＭ、 、ＥＰＭＡ） 、・金属調査 破面マクロ 断面ミクロ     硬度測定      より 

③，⑳ 、 。　(1)ひび割れ   は 断続溶接端部を起点とした外面からの疲労割れと推定される 
、 。     当該破面表面では 有意な塩化物の存在は確認できなかった 

、 、 。　　 なお 残りのひび割れについても 同様な破面性状であることを確認した 
⑫ 、 。　(2)ひび割れ については 外面からの溶接金属部の腐食と推定される 　

保守履歴調査
、・保守履歴調査により 補助建家排気筒のフレキシブルジョイントやダクトの取替実績は

。　なかった 
×過大応力延性割れ外的要因

材料
環境
応力

金属調査 ×

４添付資料- 
１０添付資料-  
１１添付資料-  
１２添付資料-  
１３添付資料-  
１４添付資料-  

－

１０添付資料-  
１１添付資料-  
１２添付資料-  
１３添付資料-  
１４添付資料-  

（ ） 、 ①～⑪ ⑬～⑳・金属調査 破面マクロ により ひび割れ   ,   は疲労破面の特徴が認めら　
、 ⑫ 。　れ ひび割れ は腐食の特徴が認められた 

（ 、 、ＳＥＭ、 、ＥＰＭＡ） 、・金属調査 破面マクロ 断面ミクロ     硬度測定      より 
③，⑳ 、 。　(1)ひび割れ   は 断続溶接端部を起点とした外面からの疲労割れと推定される 

、 。　　 当該破面表面では 有意な塩化物の存在は確認できなかった 
、 、 。　　 なお 残りのひび割れについても 同様な破面性状であることを確認した 

⑫ 、 。　(2)ひび割れ については 外面からの溶接金属部の腐食と推定される 



補助建家排気筒の製作・施工調査結果 
 

項   目 調 査 結 果 

製
作
履
歴 

ダクト（接続鋼材、補強

鋼材含む。） 

支持構造物 

外観・据付検査記録を確認した結果、問題は認められ

なかった。 

ダクト 寸法、構造を確認した結果、設計仕様どおりであった。

補強鋼材 

接続鋼材 

排気筒水平ダクト部の補強鋼材の間隔を確認した結

果、約１，４００ｍｍであり、他の部位より間隔が長かっ

た。調査の結果、当初設計では、現行の接続鋼材間

の外周コンクリート貫通部内に補強鋼材が取り付けら

れる予定であったが、外周コンクリート貫通部が狭隘

であったことから、現場設置の段階で補強鋼材のない

ものを使用していた。 

支持構造物 
排気筒鉛直ダクト部の支持構造物の施工状況を確認

した結果、支持構造物が適切に取付けられていた。 

施
工
状
況 

その他 
フレキシブルジョイント位置等を確認した結果、適切で

あった。 

添
付
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補強鋼材

接続鋼材

支持構造物

1000mm

側面図 正面図

ｍ約36 

2500mm

・製作記録を調査した結果、排気筒の製作に問題は認められなかった。 

・排気筒水平ダクト部の補強鋼材の間隔を確認した結果、約１，４００ｍｍであり、

他の部位より間隔が長かった。 



補助建家排気筒の材料調査結果 
 

○ダクト部鋼板（材料証明書） 
単位：重量％ 

項  目 C Si Mn P S Ni Cr 

規格値 (SUS304) 
MAX 

0.08 

MAX 

1.00 

MAX 

2.00 

MAX 

0.040 

MAX 

0.030 

8.00 

～10.50

18.00 

～20.00 

材料証明書記載値 0.06 0.50 0.93 0.032 0.013 9.06 18.47 
 
 

 

 

 

 
○接続鋼材、補強鋼材、溶接金属（ＥＰＭＡ分析結果） 

単位：重量％ 

部   位 Fe Cr Ni その他 備    考 

接続鋼材 ［ａ部］ 92.6 0.2 0.4 6.8 ひび割れ⑫近傍の接続鋼材 

溶接金属 
（全周溶接） 

［ｂ部］ 66.1 16.0 10.1 7.8 
ひび割れ⑫のダクト部鋼板と接

続鋼材との溶接部 

 
 
⑫

溶接金属 
（シール溶接）

［ｃ部］ 89.0 1.8 1.3 7.9 ひび割れ⑫のシール溶接部 

⑳ 補強鋼材 ［ｄ部］ 84.9 0.2 0.3 14.6 ひび割れ⑳近傍の補強鋼材 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

項  目 引張強さ（kg/mm2） 伸び（％） 硬さ 

規格値 (SUS304) MIN 53 MIN 40 MAX HV200 

材料証明書記載値 62.8 59.4 154 

項  目 Fe Cr Ni その他 

溶接用ステンレス鋼(Y309 規格値) Bal. 23.00～25.00 12.00～14.00 MAX3.33 

炭素鋼(SS41 規格値) Bal. － － MAX0.10 

仕切板

接続鋼材

補強鋼材

鉛直ダクト部

断続溶接

断続溶接

全周溶接

断続溶接

断続溶接

補強鋼材
［ｄ ］  部 

水平ダクト部

［ｃ ］シール溶接  部 

接続鋼材
［ ］ a部 

［ｂ ］全周溶接  部 

外周
コンクリート 接続鋼材

仕切板

断続溶接

断続溶接

全周溶接
全周溶接

(参考)

ダクト部鋼板の材料を材料証明書により調査した結果、規格値を満足していた。 

ＥＰＭＡによる材料調査を実施した結果、設計仕様どおりであった。 

・接続鋼材および補強鋼材は、ステンレス鋼の成分元素である Cr および Ni が、微量しか検出されていないため、炭素鋼であると推定される。 

・接続鋼材とダクト部鋼板との溶接金属は、ステンレス鋼の成分元素である Cr および Ni が十分存在するため、ステンレス鋼であると推定される。 

・接続鋼材部のシール溶接金属は、ステンレス鋼の成分元素である Cr および Ni が、微量しか検出されていないため、炭素鋼であると推定される。 
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（ ） 　 内はメーカ製作目安値

（ａ）間隔   （１５０～２００）

（ｂ）溶接長さ   （３０）

（ ）断続溶接 例 添
付

資
料

－
９

溶接施工方法 

補助建家排気筒の溶接施工状況調査結果 
 
                              ○施工方法 

箇   所 方             法 

ａ

ダクト部鋼板 

   と接続鋼材 

または補強鋼材 

または仕切板 

当該溶接は、ダクト部鋼板と接続鋼材等を接合 

するためのもので、強度をもたせた溶接ではな 

く、また、ダクト厚さが１．５ｍｍと薄いため、溶接 

ひずみによるダクトの変形防止のため、断続溶

接としている。 

ｂ
接続鋼材と接続鋼材 

（外面） 

断続溶接 

当該溶接は、接続鋼材部内面にてシール溶接を

する場合、外面にて断続溶接としている。 

ｃ
接続鋼材と接続鋼材 

（外面または内面） シール溶接
当該溶接は、接続鋼材部の漏えい防止のため、

外面または内面にてシール溶接としている。 

ｄ
ダクト部鋼板 
と接続鋼材 全周溶接 当該溶接は、ダクト部鋼板と接続鋼材との接続

部の漏えい防止のため、全周溶接としている。 

ｅ
ダクト部鋼板 

とダクト部鋼板 全周溶接 当該溶接は、ダクト部鋼板とダクト部鋼板の接続

部の漏えい防止のため、全周溶接としている。 
                        

                                               ○施工状況（断続溶接） 

ひび割れ発生部位 箇所数 計測結果 

上面 （１） 13 
（ａ） 

（ｂ） 

202.5～210 

35～45 

水平ダクト部 

：接続鋼材とダクト部鋼板と 

の断続溶接部 

下面 （２） 13 
（ａ） 

（ｂ） 

200～217.5 

35～50 

（３） 13 
（ａ） 

（ｂ） 

200～208.5 

26～35 

鉛直ダクト部 
：補強鋼材とダクト部鋼板と

の断続溶接部 － 

（４） 13 
（ａ） 

（ｂ） 

172.5～225 

25～40 

 

ｄ全周溶接　 

ａ

断
続

溶
接

 　 

接続鋼材

補強鋼材

ｅ全周溶接　 

外周コンクリート

接続鋼材

仕切板

接続鋼材

断続溶接
ａ 

全周溶接　
ｄ 

ｃシール溶接　 

ｄ全周溶接　 

ａ

断
続

溶
接

 　 

補強鋼材 ａ

断
続

溶
接

 　 

ａ

断
続

溶
接

 　 

断続溶接
ａ 

Ａ 部 Ａ 部

シール溶接　C

ａ

断
続

溶
接

 　 

ａ

断
続

溶
接

 　 

断続溶接
ｂ 

鉛
直
ダ
ク
ト
部

水
平
ダ
ク
ト
部

外周コンクリート

仕切板

接続鋼材

１( )

２）(  

接続鋼材

補強鋼材

（３）

（４）

支持構造物

（ ）支持構造物 固定 

現地施工状況調査等により、施工方法に問題は認められなかった。 
また、ひび割れの確認された断続溶接部は、施工上の目安の間隔、溶接長さで施工されていた。 



【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ①） 
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０
（
１

／
２

１
）

外面 

内面 

外面 

内面 

ビーチマーク状模様 

Ｂ部対向面拡大 

接続鋼材 溶接金属 

排気筒水平ダクト部 

Ｂ

ひび割れ範囲 
Ａ

外面 

内面 

ビーチマーク状模様 

Ａ部対向面拡大 

 接続鋼材

排気筒水平ダクト部

①ひび割れ 

ａ 

ａ 

溶接部

ａ－ａ矢視 



【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ②） 
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）

内面 

外面 

外面 

内面 

ビーチマーク状模様 

Ｂ部対向面拡大 

接続鋼材 溶接金属 

排気筒水平ダクト部

Ｂ 

ひび割れ範囲 

外面 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ③） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ④） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑤） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑥） 
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【観察結果】 

・ひび割れは貫通していた。 

・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの発生は、外面側が大きい半楕円形状で開始し、進展も外面側からであった。 
 ひび割れ貫通後の進展では、内外面側からの進展が競合する部位（Ｄ－Ｅ間：進展部）及び内面側からの進展に移行する

部位（Ｆ：先端部２）が観察された。 
・破面は平坦である。（一部（Ｄ－Ｅ間：進展部）ひび割れ貫通後の進展では、やや平坦でない破面が観察された。） 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑦） 
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破面マクロ観察結果（ひび割れ⑧） 
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添付資料－１０（８／２１）

【観察結果】 

・ひび割れは溶接端部（終端部）を通っていた。 

・ひび割れは貫通していた。 

・ひび割れ発生は、外面側が大きい半楕円形状で開始し、進展も外面側からであった。（外面側からの進展を示すビーチマー

ク状の模様が観察された。） 

ひび割れ貫通後の進展では、内外面側からの進展が競合する部位（Ｃ部：先端部１）が観察された。 

・破面は平坦である。（一部（Ｃ部：先端部１）、ひび割れ貫通後の進展では、やや平坦ではない破面が観察された。） 



【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑨） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・進展部１（Ｃ部）および先端部１（Ｆ部）では、ひび割れの先端部（進展部）前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦であった。 
 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑩）（１／２） 
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【観察結果】 

・ひび割れは貫通していた。 

・ひび割れは溶接端部を通っていた。 

・進展部２（Ｄ部）では、ひび割れの進展部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 

・先端部２（Ｇ部）では、内外面からの進展が競合する部位が観察された。 

・溶接端部付近の破面は平坦であるが、ひび割れ貫通後の進展では、やや平坦ではない破面が観察された。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑩）（２／２） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑪） 
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【観察結果】 

・ひび割れ⑫は、溶接金属のほぼ中央を貫通しており、破面表面は腐食により変色している。 

・シール溶接金属部の接続鋼材も著しい腐食を受けている。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑫） 

添付資料－１０（１３／２１）
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。（腐食等の影響でやや不明瞭となっている。） 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑬） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑭） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していない。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑮） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑯） 
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ａ－ａ矢視 

内面側より観察 

外面側より観察 

【観察結果】 

・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 

・破面は平坦であった。 

・進展部（両側：Ｂ，Ｄ部）には外面側が大きい半楕円形状の部位が観察されているが，それ以降の進展で

は、先端部（両側：Ｃ，Ｅ部）で内面側が大きい半楕円形状の破面が観察された。 

・先端部１，２（Ｃ，Ｅ部）の破面にはビーチマーク状の模様が認められた。 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑰） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。（腐食等の影響でやや不明瞭となっている。） 
・破面は平坦である。 

ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑱） 
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Ｂ部対向面拡大 

【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。（腐食等の影響でやや不明瞭となっている。） 
・破面は平坦である。 
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破面マクロ観察結果（ひび割れ⑲） 
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【観察結果】 
・ひび割れは貫通していた。 
・ひび割れは溶接端部を通っていた。 
・ひび割れの各先端部前縁は外面側が大きい半楕円形状である。 
・破面にはビーチマーク状の模様が認められた。（腐食等の影響でやや不明瞭となっている。） 
・破面は平坦である。 
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ａ－ａ矢視 

破面マクロ観察結果（ひび割れ⑳） 
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